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全国膠原病友の会北海道支部

　　　

いちばん41しNq7 1

◆第16回支部総会・医療講演会を終えて

　　

支部長より

　　

支部総会報告

藤原篤子

　

1～2Ｐ

小寺千明

　　　

総会・蟻会に拠て出席して小城恵

　　　

交流会に参加して

　　　　　

佐々木由紀子

　　　

出家で’きなかった方達からひ・と・こ・と

◆思1咄に残った十勝での全道集会

　　

小寺1溥1

◆地区だよ

　

り

　　　

＜札幌＞瀬賀史子

　　　　　　　　　　　　

＜釧踪＞渡部小夜子

◆おたよりコーナー－

◆膠原病アラカルト

◆事務局からのお知らせ

◆あ

　

と

　

がき

　　　

3P
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26～27P

21ヽ･29P

31ヽ-33P
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第16回支部総会'医療講演会を終えて

　

・藤原篤子(旭川市)

　

ご゛'………

　

゛゛ﾀﾞ゛s゛゛゛……………゛●小寺子耶L鮮)

　

去る６剛ﾜ日は). I8B(0)の両日、北海道難病センタ一にお

いて、全国膠原病友の会北海道支部オ｢６回文部総会と医療講演

会が行な｀われゴし八．

　

支部総会はあ名口参加で例年と同じように議事が遂められ

昭和63年環活動報告づ犬算修

平成元年ﾉjr活動万針渫)､予算傑)噺役員(案)剛伺に袖封、承認

されまし几この中で名寄地区連絡会の発足と礼幌地区漣絡会ヽ

の再開が汰定レ今まマ･Q＼ 5地区からワ地区になぱし几各

地区マヽ叫舌動力斌り深く地域牡会へ浸透し理解を求めていく

ことも必要だと思います．会の発展を希望レ支部総会の報告

を終わりＪ凪

　　　　　　　　　　　　

目(藤原記)

　

医療講演剣認7名の参加で「膠原病の合併症と沿挿口最

報」(北大病院オ２内科丿左川昭先生).そして「膠原病にみら

れゐ骨粗髪症と大腿骨頭壊死」ぐ松田整形外科病院・増田武海

先生)と題しマ行なわれまし八．疹加者は会員衣けを対象に行

な衣い八時から比べゐし年々増えマごマいぱす．それは患

若数が増えマきマいゐと同時に酒気に対貰ゐ関心の高寸を強

く感じ首玉

　

この日Ｑ講演内容μ改めて掲載する予定７工

　

ぶに統いて午後から廼区担当着会議ヵ町そないt句rした．その

～１～



中でば。活動方針案に示され八「実態調査に協カレ北海道に

おけゐ膠原病患者の療養手引？書を作る」ことにっいて(7,話し

合いに終始しました。

　

二日間にね/≒つマ行ﾌ？われた今年口支都総会･医療講演会も

こうして無事に終了すゐことが出釆ｊし几でも支那総会では

予偲を上回る出席着乙会場(7)設定が悪く参加した皆寸んに大

安ご迷惑をおかけしました。ま八医療講演会では講演時間が短

く、先生のお話を途中マヽやめゐような力卜ごうとな巾先生に

は不㈲吠な思いをおかけしました。とま回まだ反着､ﾔ､μ多々あ

るかﾌ)の

　

それはこれから(稲果題として残しと川あえ寸報告

とし/八叱思い凛ｔ

‾へ ２

加(小背記)

日伺
4!ﾘ％医療抑

~



ぷぎをぷを |ヽ将千明

　

支部総会ｶヽ肘万ヽわれ川ｱ､ﾌﾟ仰刀夏の季節マ≒そ（7･報きがなんと

秋も深おいっあるこの季節となっマしｊいまし几報告が漣

くなり本当に申し訳ありませんでし乙その結果、留任口ご挨

拶も遅れてしまいまし友が、今年も支葬長を努めｊせて頂さま

玉ま八事務局、会計、監査ノそして運営委員則ＪとんビがI留

ｲ壬となっマいます。バ表しまして本垢受もどうぞ宜しくお願い

い八し迂菟

　

友の会剛ﾜ耳目を迎えマ会員数13.250名を超え、各把区独臼

の活動び了なれれ成果をよげマいぽす。そんな中で思者クげlめ

の手引参書イくり口話が｀もちあ力川、具体祀寸れマ万ていま丸

膠原病患者に限らず難踊といわれてJざ八愚着μちが医学口進

赤じよ十反生き出釆ゐようになづl今日。悩みや開題む腹錐化

して方マいま爪患者が珂を求め、何を必要としマいゐか、そ

の声が聞けたとでi手引万書づく山J巌功しＪ玉そこ乙皆才

ん､の生c7）声をおヽ聞かせ下さ二今一番知り穴いこし悩んマヽツ

ること。そし了自分自身の体験を七としてこれだけは聞いてほ

しいこし伝えμいことなと堕拘聞か慾下才六

　

ぼ周年記念誌「いちばんば｀し」に私達の歩んで」八証しと

　

して昭和62茸６月に発刊しまし八。そして引受の手引了書μ、

私達がこれから歩心み､ちしるべとしマ発刊出来八らと思っマ知ばす

３



５日

９日

13日

防日

|ワ日

23日

４日

川日

川日

12日

23日

舛日

26日

昭和63年度活動報告

事冪資金委員会

役員会

役員会

難病連総会

　

(オ38回理事会.他)

役員会

６月

役員会

オ39回理事会

巾5回支部総剣筋)、

交流似I7剔､mmM't<8＼名)

合同ﾚﾌｫ3回実行晏貝会

役員会

難病連合同レク

　　　

侈ざきﾊﾞﾗ園|ﾜ洵

日日

吽日

５月
岬

合同ﾚﾌｵ2回刻祷員会

役員会

い石ばんぼ｀しMO.65発送

　　　　　

ワ月

９日

　

役員会

10日

　

オ祁回理事会

14日

　

いち1乱ぼし臨時号発送

4Z

澗摺昌r会総吏

27日

　

役員会

30日

　

オ旧回全道集会

３旧

　　

問診ごダ3り

９月

10 B　役員研f膠会

日日

　

廼区1旦当看会議

ワ回

　

いちばんぼし陥､66発延

2ﾜ日

　

役員会

～４～



10月

９日

　

医療講演会涵館36名）

Ｊ日

　

事茉･資金委員会

29日

　

役員会りt剔回理事会

釦日

　

JPC全国絢頭署名行動

j２月

｜日

　

旭川支部刄りみｸﾘｽﾏｽ芹一分

旧日

　

役員会

|ﾜ曰

　

い石ぱんぼし糾ﾜ発送

２月

旧目

　

役員会

23日

　

春の呉り昂ﾉ但二劾縁唄会

25日

　

いちばんぼ'しＮａ６８発送

勝目

１月

オ42回理事会
難病達新年交礼会

j6日

　

新年会り3名）

旧日

　

事茉･資金委員会

28日

　

役員会

３月

牟日
５日

旧日

25日

引日

～５～

難病ｾﾝﾀｰ

　

春のちり子ｲｰﾉけし

役員女

実務担当者会庸

才が回理事会

難病連

　

剽回実態調査委昨会



゜゜゜●昭禾]63游茂の活動をふりかえって●●・・

１）医療講演会．相談会

闇催日 聞催場所 テ　ー　マ 謹師名 考加看叡

63茸
　‰ 札幌

｢会身性ｴﾘﾃﾏﾄｰﾃﾞｽ(SLE)の

　　　　　　　症状と恣療｣

｢膠原病にともなう筋炎･

　　　　祁見方とつ埓い菟

北大病院ｵ2肖杵

　同封正也先生

北振健輔肪引病院

　媒沢模抒先生

81名

‰ 札幌 ｢日常生活岫薦と留鳥軋
北大病院ｫ2内科

　向井正也死生
１８辰

賜 函館 ｢膠原病の原因とﾀﾞ滞にい剣 甜中頬院餅
犀坂　降光生

36名

　

函館７の講演会ば詔年６月12日に初めて行な･･７以釆、２度

目マヽし几初めて四和μし幌より講師をお招でiして行ｙいまし

八が∧今回は超元の先生にお願いしまし乙それば礼幌から専

門の先生をお願いし八としても、それｙト管終ってしまう匹ろ

うハヽうことレだ域の思考が常に診てもらう則ﾕ鴬暖の先生

であるという考えから７･した。これは函館での漸めての講演会

以釆、各兜域での講演会を経験していく中マヽ生まれて参穴もの

マヽし几そして終。マみ入改めてえ元に専門の光生かいらっ

しゃることGり大切さを痛感しまし几

　

そこで

　

これからも札幌以夕圃地域了行なう時は出釆乃片け

地元の先生にお願いして、地域の医療向上にヅしア･匂役にこっ

よう努力しマムき八いと思い迂呪

～６～



２）機関紙について

　　　　

・昭和63年５則０日

　　　　

・

　　

ク
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四則0日

　　　　

・平成元年２則〇日

N０.

Λ/0，

6５

66

6 7
認

　

ｉ

　
　

■

ぬ

　

肋

　

新コーナー「質問Box_,「‾膠原病アラカルしなと･も設け

て内容の充完に心がけマいま葺べ今ひとり物足tに吋を感

じていま玉それは会員の皆才んからの意見や投稿が少ない

ことで寸。≒呻ぽんぽゾ≒ま250ｓいる全道の会員－∧ぴ

と巾が若看でヽあ庄発行着であり、読看なのです。昂いに利

用しマいア汀勁れいと思います。

3）財政活動

62年贋遭元金 砧年度還元金

運営協力妾

尊　金　蒼

白

ｊ

６１、00０円

i 0.6 54円

４ワ､９ろ３円

２ワ.300円

　３月００円

２ﾜ.800円

　2刀ワ6円

６８､５００?ｌ

　６．８ワ＆円

33.245円

29.480円

　4､250円

27ﾘ４０円

　3.620円

180.693円 口3.卜３円

～７～



　

この表を見マおわか小ｱ)通り、協力会は若干の増額となっ

ていますが、それ以外はほどんど

良いでしょう。

　

難病連了は、この財

影響を与文ゐも口マヽあり、ま几、その団体ヽの活動状況や力量

を表わす重要な活動としています。そして．ｊらに運営協力

会ば難病連と部会・支部組織内争釆を支え、かっ、思考運動

の啓蒙を兼ねる最も重要な取り組みで知八一人びい畑会

員が取り組むこと(7)マヽjゐ活動としマいます。

　

しかし一方７ヽ､取り組む役員や会員が固定化しマいゐこと

白上げられマいまず。そのような傾向ば心理的な゛負担と同時

に長統潟孔了ぜん。ひとりが穴くざん耳又り組むのでぱなぐ

八くさんの人がひとっずっでも取り組むような活動が心要と

寸れていま呪

斗）国会請願署名と募金運動

ダ
ペ

国会請願署名数

　　

・募金額

　

３９３名

了牛2イ3円

　

C還元金684-8円）

　

今年もご協力知冷七うございました．

　

医療、福祉の後退か叫ばれていろ印で、実際ば私達口啼]ら

ないところ．見えないところで後退μ進んでいまず．符定疾

へ-８～



患の認定基導の見直し強化も１すめられマいるよう７･貳「

知らなカヘ八」では１１事れ１せん。常日項から声を出し唇

い。これ以上Cｱ）医療、福祉の後想を絶対許参公い毅だとし八

態度が征要です。

　

そして、難病連、各部会・支部ども協ﾌﾟﾌし合汗強力な運

動を輔けマいかなければなりＪせん。

5）会費について

ぐ
、
会費納入

　

397.800円

会費予算額

　

396,90∂円

ぐ
内訳2､旧0円XI88名

　　

|､500円Ｘ

　

２名

う

　

ｔ２回支部総会（昭加60年度）で「納入率9oZとなバ’い

る示りooZに出釆るだげ近づけマ欲しい」との指摘があっ

てかへ機関紙発送（ﾌ）際に振込用紙を入れろことにより常に

100%をめブ殯努力をしてjJyし几。臼己財源の確保という

,嘸からし旧ＯＺをめダす努力は常に必要八と思いま菟ご

協ﾌﾞﾌをお願いしＪ呪

6）地区担当港会議

　　

オ旧回支部総会（昭和63年度）にて、年にｰﾉ貫開催するこ

　

とが汰足し八ものでヽ呪そしマオＪ回ぱて3年９月白日難柄

～９へ･



連役艮研修会の時を利用して行なわ剛札幌児区連絡会の再

会が沃よってい迂Tf。各地区担当の方よりいろいろと意見や

要望を聞い几り。各児区の悩みや現状を聞しヽマ、少しでも良

い方向にむかうよう話し合いをしていｊたいと思いま呪

　

今年は、６月旧目の医療講演会が粁ってからを予定してい

言傭。

０わ

　

d;

ﾜ)誕生カード(7)成功｀九暉蒙／

　　

｜年間だけの計画７行なわれた活動のひとっ７呵八前回

　

(5耳耳～55年)の時と同肩にお礼の電話や手紙を八くｊん

　

い八八九担当者からもやって良かっ八との声も聞かれまし

　

/≒

8）実態調査委員会発足

　　

難病連の相談･庶診活動のぴとっとしマ、教同募金や道の

　

補助金をれすて実態調査が行なわれることになりＪし八。

　　

委員会の中で≒膠原病部凄は補充調査委員として加わりま

　

爪そして活動方針にある通り

　

実態調査ド協カレその祁

　

果に基づいて、北海道における膠原病患看の療養手引書を作

　

る計画が逓やられマいます。

10～



9）投頁会

　　

浩動釈きを参然。

　　

毎回行事に追われての役員会が参ぐ時聞が足りなくて再

　

價集ゴリを開くこともありま見「日の前のことにとらわれ

　

通ぎて兪俗がな〈なつマしまうこと」を戒める煮昧から仏

　

iりうヅし時筒の余拓と、限られた根員バけマ､､なく柁の運営委

　

員にも出席を呼

10）会員の状況

　　　　

会員数

　

250名（男23名 女22ワ名）

　

一平成元年5月現在－

Ｓ　Ｌ　Ｅ １５８名 多発性筋炎・強皮症 １名

強　皮　症 ３０名 鸚胆９マチ・ １名

多発性筋炎 １４名 ＳＬＥ一皮膚筋炎 １名

シェーグレン症候群 １９名 這朱蔵グ９シ症候群 １名

皮膚筋炎 ８名 強皮症・皮膚筋炎 １名

結節性動脈周囲炎 ３名
韻L多発性筋炎

１名

慢性関節リウマチ ２名 家　族 ２名

ＳＬＥヽ
シェーグレン症候群

４名 定期購読 ４名

１トヽ-



　

各地区の活動報告と方針

心………………………………瘤…………………………………φ

國賠肩‰四圖ヵＥ（ヵ口藤４子）謳賜脇魏

　

昨年度(ｱ)活動報告。及び今年度の計画を報告いたしま乖

〈肪6対活姉き〉

　

り一月舛日

　

北見地区総会(総合福祉会館、ろ名出席)

　　　　　　

活動計画を立てゐ。

　

６月26日

　

漣軽にて交流会(遠軽政寿司り5名出席)

　　　　　　　

花火の申し込み則牛

　　　　　　

(

舷の医療講演会

　　　　　　　

社釧斟詐刎洽各哩行事削牛

　　　　　　　

以上の事を話しあっハ､衡食事をしながら交流

　　　　　　

会に移り、同じ病気の方々の経過を聞い白八初

　　　　　　

めて会う方々のお話を聞い戸ﾉで短かずぎろ時間

　　　　　　

でし八｡。

　

り月3~耳日ふれあい広場の参加､(総会福祉会館り0名出席)

　　　　　　

日赤看護学生奉体団28名参刀口、

　　　　　　

氷水販売、名目は寒い日でしたので濯えびがらで、

　　　　　　

終りト近くなるにっれ牛は贈ず気眸にlあ八八か

　　　　　　

い氷ﾌﾄﾞﾕいかが。と言う有利≒それにしても日赤

　　　　　　

章仕団の方が歩参回りながら、大声でノ水水ばい
～12･



　　　　　　

かが。には本当に助か･ほし八。漆巨］μ暖かい日

　　　　　　

にや八紀利益36.780円でし瓦

●i2月４回

　

懇談会（寿司沁）ヽ林り2名出席）

　　　　　　

こ０日μパ旧26日てくなられ几知本先生の話ぼ

　　　　　　

力川て≒優しい先生でしたのでつい甘えマ色々お

　　　　　　

願い事をして糾ほし几乖義に餌られ几写真は

　　　　　　

とても飢ヽ笑顔の写真て応れゐ事は出釆ません。

　　　　　　

その他～誕生カードの発送

〈今年恚舌動計画〉

　　

１．医療講演会

ぐ ６月24 a (i)　回赤大会議室にマＰ川：Ｊおﾉ

種市幸二先生「膠原病とエ手につ」あう八か≒

今回は会員以外の方に乙呼びかけ、発柄しマ開白プ八

　　

万々にもわかりや可くお話して下守ゐよう耘願いい八し

　　

ました。

２．ふれかしヽ広場への参加

　　　

９月２日。３日

　　

今のところ又。氷水の予定です。

３

　

交流会

に2月項

　

網走介会同との叉流会を計画しマおり蓬でが．口月と

μ別に９月禾項が浪いか、又どのような形ててゐかに



　　

まだ弐節マおlほせん．

４．北見凭区総会

５

　

誕生カードの発送
⌒一以上７ヽす。～

磨諮糾浜川荊国1地区（金田律子）麿貿訟誤配

　

今年は難病連全道集会が十勝？･開崔と云う事７≒雁様にお会

い出釆ゐのを楽しみにしマ祐りま先何かと気忙しい気もしま

了八これをステいノプに会の活動か硬に活発になればと考えて

おり笈工んこの満会に一般(刀方々にも理解を深めマ頂ける

チャンスと期行レ行動し八いと思います。

　

昨年は会員の交流会出席着乙多く、会員相互の親睦り廣みの

相談事がビ気早に話レ佐う二とが出釆、その他、花束のバース

デープレゼント会員名乖粕ﾉとそれぞれ成果がみぼし几

　

今年μそれらをエ台にして、更に会員の親睦を深めマ行こう

と計画していま玉

　

〈今年度の予定〉

　　

・全道珠会参ヵ口協力

　　

・例年の親睦会の中にｲ呆健婦寸んを招い乙曰常生活冷の

　　　

話しの会合

　

又レクリエーション的なぞﾉの右入れた衆しみ会

　　

・１年鯛の歩み(ﾌ)ミニイ更り発｡斤于

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～以上７ヽ葺｡～
、14～



京⑤瀕削皿皿洸Ｅ㈱l篤引窓賜膜魏

〈活動報告〉

　

●1988年●

　

レ４月30日

　

≫５月７日

　

じ）ワ月３日

北海道難向魏鮭漸誠探知㈲ぐtこシダ

オ1［117例会

北海道難病連旭川支部

アゼイリア

佃司レクリシショソ

　

21世紀び1森

　　　　　　　　

かぷとレワ月lq日

　　

オ２回例会

丿

C＞9月耳日

　　

福私べし一ド

Ｄ９引o～日日

　

役p{研修会

岡０剛２日

U＞日月29日

剛２月川日

・円8今年・

に〉７月2G回

レ１月30日

に＞２月４～Ξ日

レ３月2ﾜ日

オ３回例剣観属会

ﾂﾘｽﾏｽﾉﾄ寿一実行香員会

難病漣旭川把区把回判スマス

パーフイ

役員会釈年釧玲せ

オ４回例飢新年会

難和島旭川地区研修会

オ５回例会

とさわ公園～駅

難病ｾﾝﾀｰ

ちん天

天金

レインホー

アゼイリア

４名

９名

５名

口名

３名

２ゐ

ワ名

３名

多衣

３名

呻名

３名

５名

〈諮動方針〉

　　

四叩年度右牟月20日の役員会を皮切りに、５月旧日才ｊ回

例会口ズわ市民ホリり2ゐ参加穏、旭川廼区も動亨娘めまし几

今年も隔月の例会をペースト．例年と同じ様柳手事をぴとつび
-、１5



とつ巣幻て行こうと､もヽま凡

　

会員ク)中から

　　

１．勉強会はないのか

　　

２．地方からの例会参刀口μ金銭問題らあり大牽刊Jないか

　　

３、廼元に専門病院が

　　

４

　

誕生カードがうれしかっブ≒

　　

５、姉妹でＳＬＥになってしま。八

　　

ろ、強皮症マヽ暖かくな・八ので調子が良＜なった

　　

ﾜづ氏肺マインベを符っマの全道集会ばとヽうか

　

なと予意見が知はしﾌﾟこ。

　

そこで≒旭川地区では今年医療講演会を計画レ特に子供や

学生に対する学習会を符ち八いど考えていま工自分八ちの会

である事を忘れ竃ひひﾉひひ出力を合わや頑張べ行こう

と思いば玉どうぞよろしくお願い致し迂玉

μ緊謹‰図R誼地区（渡部小夜刊おＪぶ要り鯉

　

膠原病川中開白州集まりは２回福祉会館で符方まし几。手

作りの八乙

　

吸タラメル等の差し入れてて､ツペタμふくらみば

　

っな｀レ片話とで口出不乙暇なし｡/でし几新しいメンバーむ

結構刀口わり、現在私が関わっている恋着は20数名います。友の

会に入っマいない人に皿気長に友の会への入会を呼びかけて

～16～



いくつ石1ドＪ。

　

それから私達が中心にﾌﾟ4｀つて、女性だけの息巻会゛めぐみ会"

をつくりまし八／ノウマテ、筋無力症の患者ｊん遥が一緒マヽ亀

一応役職があり、会長μＳＬＥの田中理恵ちゃん(中づ、事務

局が私、運営委員は鈴木裕子さんつノウマナの方、筋無刀症の

方で鴉成しマいま萍。こちらμ結構活発で犬短信の発行又、

保健婦ざんを祁いマの懇親会などを行いＪし几

　

釧路支節、事務局の立場がからみ、釧路に禾組織(刀患者ｊん

達どの連携を計りながら、今年度乙活動を道心了行万几いと考

えています

ぱ砂塵‰國譜地区陣隅千秋)Ｊ副塑‰

　

函館廼区マ･は昨年．医療講演という小規模ながら六規模な行

事かおりまし几講師に函館中央病院の早坂隆先生をお招ｊレ

お話ししマい友八さ終恰なごやかな雰囲気の中マ嘸勃

とが優ざ迂し几

　

今年はまだ何も手っかずでう‾が･、昨年会頁にｙられ八方々ど

交流を持靴地区会員の交流を充実クゼマいきたいと思ってい

ま玉

□･



Jり腺Ｕ盟万丿瀬賀匹Ｊ則匹

　

今年度から本易的に活動き再開しＪした．札幌地区の会員の

交流を深める八め、一人でも多くの参加を期符していま毫そ

して、

拶立て

ま可。

＼
≪
＼
V
＼
＼
＼
S
＼
V
＼
＼
＼
V
＼
V
≪
＼
＼
＼
＼
＼
＼
≪
V
＼
＼
＼
^
＼
V
＼
＼
＼
V
＼
＼
>

〆
１
／
ノ
メ
メ
〆
〆
ノ
ー
メ
ジ
ジ
ノ
ジ
ジ
ー
″
ｉ
ｙ
″
／
／
ｉ
ｉ
ｊ
″
″
″
／
／
ニ
ｊ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｍ

Ｗ
V
W
W
W
W
W
Ｗ
Ｗ
Ｕ
Ｗ
Ｕ
Ｗ
Ｗ
Ｗ
T
T

病気を正しく理解１ゐために勉強レ目介7･療養生活ド

、自分の殻に閉じ辿もらず社会に参加して欲しいと既xｊ

・２ヶ月に一度(ｱ)集か川名罫水足)

・勉強会に～３回)

ゝゝゝゝゝゝゝゝXXゝゝゝゝゝい

海藻エキス配合

美泉コリベ：ほノヤリブ≒ ･’の販売に

ご協力下さい。

シャンプーの特徴

●゛髪にぱ廊奏八いわれる海藻エキスの配合で頭皮と毛髪をす二やかに保ち，

　

髪をしたやか;こ邑艶よく洗いﾄ｡げます。

●フケーカユミをとり，Ｌつとりした爽やかな洗い上りで，洗髪後のお手人れ

　

が簡単，ボデレンヤンブー一一にも使えます。

　

〈チュー－プ人川809

　

700円を618円で販売〉※１本につき130円か友の会の

　

利益になりま十。

　

I職場や地域'' 'I一一ﾌﾟ々とIで】箱（60本）又に30本単位で扱ってドさると，

ありがだいのて寸が･--

　

他にも,おこも飲みやT八･，健康茶皿⊇E］j本461円，力ｐリ一匯l

⊇:コ（１災309円）も扱っています。

‥一一お申し込み，お問い合わせは，友の会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(難病センター内
XXゝ･SゝXゝゝゝゝゝXゝゝXゝゝゝXゝゝゝゝゝゝゝゝゝゝXゝXゝ･ゝ1XゝXゝゝゝいゝゝXゝゝXゝXゝ1ゝゝ1ゝゝゝゝゝゝゝ●ゝX1ゝXゝゝゝゝXゝy

～18～

長谷川まで，二ｒj・｜ふX、0.
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昭和６３年度

　　

決

　

算

　

報

　

告

収　　　　　　　人 支　　　　　　　出

避費補助金 7 58. 00 0 事　業　費 ！. :^ 5 9 . 4 12

会　　　費 397. 800 ＜会　議　費＞ 2 2 2. 970

寄　付　金 ！4 7, 300 難病連参加費 6 3. 980

事業収入 ８２，９１５ 役員会費 8 1, 3 3 0

その他の事業収入１　14 7, 0 00 中央会議費 7 7, 660

参加費収入 115, 6 0 0 ＜医療講演会＞ 168. 282

協力会還元金 ６８，５００ ＜患者　大会＞ 3 0 5, 890

募金箱還元金 6.878 ＜機　関　紙＞ 2 2 2, 63 3

署名募金還元金 6,84 8 ＜地区育成費＞ ］82.4 ４０

受取利息 １９６ ＜相談員補助＞ ８５，０００

雑　収　人 ０ ＜活　動　費＞ 17 2. 197

前期繰越金　　　　17 7. 6 7 1 負　担　金 304 . 500

※会費収入

　　　2.100円×188名= 394,800円

　　　1循00円×　2名＝　3､000円

※事業収入内訳

　　ぉ正月飾り　　33.245円
　　花火　　　　　29.480円

　　ビール券　　　4,250円

　　雑貨売上げ　　3.620円

　　乾パン、シャンプー他　l?.32O円

※次期繰越金内訳

　　現金　　　　　34,167円

　　銀行預金　　123.006円

　　郵便振替　　156,585円
　　預り金　　　△90. 300円

　　　　　　　　　　（本部会費）

　　未払い金　△109,000円

維持会費 ｊ０３、Ｏ００

ＨＳＫ負担余 Ｉ，５００

維持運営費 13 0. 338

事務局費 ！2 7. 458

資料費 2 , 4 7 0

雑　昔 ４１０

次囲繰越金 114. 458

　　　　　　　　通信費　　43,526円

※事務局費内訳　事務用品費7, 739円

　　　　　　　　事務局費　76.193円

合　計 1 . 9 08. 7 08 合　計 ト9 0 8, 708

～19～



昭和６３年度 会
Ｆ一

Ξ
ロ 監

　

査 報 ﾙ.
[=1

昭和６３年度における膠原病友の会北海道支部の会計を、帳簿と領収書を

照合して監査の結果、適正であることを報告します。

平成元年４月１７日

＜会計監査＞

⑤こ

｢‘－'

- 部会・支部の活動資金づく川

北海道難病連の資金

夏

　

は

夏といえば…………

花

　　

火

　　

８月10日しめきり

ビール

　

１枚500円

子

　　　　　　　　　　　

さっぽろ夏まつり協賛

　

大通５丁目サントリービアガーデン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

かにっこチェーン店

　

８月31日まで有効

師走は、やっぱり…正月飾

年から年中…………1毎藻エキス配合クリームシャン

　　　　　　　　　　

カロリー乾パン

いつで乱

　

どこでも…協力会と募金箱
-

～2(ト



平成元年度活動方針

１、膠原病(7,原因究明と沿療法の躇立要望

２

　

礼幌等ａ専門病院に受診する廼方在住恵港のた助び）通院費

　　

助成を要請

　

《現在実ﾌﾞ沌ヽされマいる見舞金、通節交通費》

　

○難病愚者に対する見舞金福祉手当実施市町村

　　

り市

　

小樽江別深川網走

　　

2）町

　

長万部

　

奈井江豊浦本別

　

靖里

　

遠軽

　　　　　　

丸瀬布

　

よ勇別

　

生田原

　

上川

　

阿寒

　

白滝

○通院交通費実施市町村

Ｏ市

　

根室

　

富良野稚内

2）町

　

早来

　

白老催分厚岸

　

沃中標茶幕別

　　　　　

標津弟子屈

　

阿寒

　

白樺音別斜監　広尾

　　　　　

佐呂開

　

常呂

　

幌力口内

　

中頓別

　

本別

3）右

　　

島牧

　

占冠

＊北海道は人工透析,愚老については通院費を助成しフい乱

＊札幌市，千歳市は人工透析馬看や重度障害看の通院交通

　

費助成を上京七している。

＊詳しい内容は「なんれんり勁｡貼をお読み下乱八

～21



３、膠原病に関ｊる知識の普及

　　　

医療講演会一礼幌

　

音更

４，難病還叫子事参加

　　　　

巾６回全道集会

　　

８月５日ぱ）～６日旧）音更

５．機関紙の発行誹回）

　　　　

５月100.

　

lORioa.

　

口剛0日、呼成2射2剛0回

ｙ地域活動の推坦

ワ

　

会員同士の親睦を図る

乱物品販売の協刀を得、臼己財源の碓保に努めろ

９．実態調査に協カレ北海道における膠原病愚者の療養手引

　　

書を作乱

言に

22～



平成元年度

　

予

　

算

収　　　　　　　人 支　　　　　　　出

近費補助金 78 1, 000 事　業　費１　　1 , 4 3 5, 000

会　　　費 ４７８，８００ ＜会　議　費＞ 24 0. 000

寄　付　金 １６０，０００ 難病連参加費 ６０，０００

参加費収入 １１０，０００ 役員会費 ８０，０００

協力会還元金 ７０，０００ 中央会議費 100. 000

募金箱還元金 15, 000 ＜医療講演会＞ １５０，０００

署名募金還元金 １０、Ｏ００ ＜患者　大会＞ １９５，０００

販売事業収入 １００，０００ 〈全道集会参加費＞ 10 0. 000

その他の事業収入 ７５，０００ く機　関　紙） ２３０，０００

受取利息収入 ７４２ ＜実態調査費＞ 50. 00 0

雑　収　人 5.0 00 ＜地区育成費＞ 24 0, 00 0

前期繰越金 114. 458 ＜相談員補助＞ ６０，０００

＜活　動　費＞ 19 0, 000

負　担　金 3 0 4, 500

維持会費 3 0 3. 000

ＨＳＫ負担金 １，５００

維持運営費 ］6 0. 500

事務局曹 ７０，０００

通信費 8 0. 000

資料費 １０，０００

雑　費 ５００

合　計 １，９２０，０００ 合　計 1 , 9 20, 0 0 0

～23～



平成元年度役員

氏　　名 往　　　　斧 Ｓ

支部長 小寺　千明

贋関紙繕峯向）

事鴉局 沸賀　笑子

登　計 長谷川道子

〈監

　

査〉渡辺優子

〈運営委員〉佐々木照子．ｲ左吽朱美

　

大溥ス子、滝本ぼるよ

ぐ哺北海道難病連

　

〈μ:表理事〉三森礼子（

〈搾

　

事〉

　

小寺千明

　

く評議斟大渾久子、瀬肇5r子､励木孝芙

地区兄 担当者系 汪　　　　所 酋

遡　川 蒲原蔦子

帯　広 金田律子
｜

１

北　見 加藤禎子

側　路 渡部小夜子

函館 十隅千秋

札幌 胆山のぶ子

名　寄 田中順子

～24へ｡



予(刎也の報教沃定事項

①ホワ回支部総会の会場

　

旭川に決定

②名寄地区連絡会の発足

③札幌地区連絡会ヽCり再開

国会請願署名運動にご協力豺

　

毎年全国(ｱ･難病思者・障害若とそ(ﾌ晦

療を剣すられることを球力マ行ブバマいゐ国会請願署名行

動の時期罷今年も釆まし乙昨年度の請願は．国剣士

いて全会派の賛成冷採侭これ

　

内閣送付といぼしア八今

年度は、その政策実現を求めゐことに重点をおい几訴えが

心要じなっていＪす．会員一人がづ細協力で≒大丁び刀

ヒなり得ゐので玉

　

私達の医療と生活を守る八めにぜ万この署名違動にご

協力下牡≒ば八署名用紙の印刷代や送料､行動に伴う諸

経費および国会順願行動０派遥費用の資金のために、募金

にも併せて土協力お願い致しま呪

〈締

　

切〉

　

平成２年２月末

〈送金方法〉同封ａ郵煙振替用細イ

　　　　　　　　　　　　　

お願いしま竃



総会･交流会に初のマ出席して
小城恵汎幌市)･＝●･＝･･

　

皆精バJじめＪし乙私11こGり度盾様剛中間に人がマ頂ｙ

苛辣の御親切に感謝致しマぶノます。

　

私USLEマゴ。発声し/吻が昭和誹年(ｱ)初めトなりま胤

丁ﾉ裏高校入試の時乙ｙんとか通院で６年ぐらいは経過しマい

っ几訳了イ。この６年卸擢膚科の方の硝名で≒忖ン氏康郎

柱紅斑″という診断の元、そちら口添療の八如才か佑旅利を投与

レマバか面的に一斉のスがーい/を葉止ざれ。高校刎参学旅行り

ドクターストップがかか巾涙をのんだりしマいＪしか。とこ

ろが昭和42年９春より。原因不明の高熱川廣々出現ずる鱒{てな

り、医大才２内科を受診１ゐし検査の為入院了る棟にとｎ晃

子口昨初めて膠原病という病名を知りまし几行０時は本当ド

ショヽソフマザし落石愁みまし几７う私ば早慾万事に医大(刀

Ｄｒや添護婦さん達八「この病気は原因乙沿療方芸も」だわか

らﾌﾞ八ヽけど≒医学は進歩ヌ乃事μあっマし禅退という事μ絶

対ないのだから、一日でも長生さし穴人ﾌﾞ埓訂ごから気持をゆっ

八りし一応20年頑張りなごぺJと事(ﾌ)あゐごとに励まして下

了いまし乙現在はその当時からみゐと考えいっかないほど医

学も進歩しこれから発病する人達は私びんかと比べるし私

か苦労し八副作用ワ)多い畑療八けてでぐもっと高度な方針不

か限い薬や、より良い筏術を受けられゐ事と思いＪマr.洛療
～26～



(ｱ)オーμ御存知ら

すムーンフェイスをはしたニベビ、胃潰瘍、臼内匯そし

て大腿骨恂

耳ワFIより透析を１ゐ特に抑ト現在に至バ払リす。

　

道腎協幻M崎寸んが難病連剛士組みなど港力説しておられ

ゐのを拝聴致しましマづ組殲を大ざいものに葺ゐ為に少して恚

多＜の会員が絶対心要な事が良くわかり、微力ながらほんの一

つて治御協力させマ頂けろものならと思い、遅れはヽせながらお

仲問に入れｊせマ頂い八訳です。そしてすぐ組会とl交流会があ

引沢山(1方とお会いが釆官かっ八と思りました。

　

出席これ八皆特はお元気そうで、/今までM20余年μどんご入

院生活の仲マヽ亡くな丿万多くｎ膠原病の人達を見マざ八私に

とっマよ皆特のお元気な祥子を拝見しマ

　

あの∧達を改Tめマ

思い出しマいゐ日々で飛私か手首了づ病院側口スタヽツフ、家

族だけの生活でしたがしあんなに素晴らしい仲間がおられゐと

いう事が｀わかしこれからも頑張乃うとご欠めマ勇気が出マ釆八

特に､巴い了飛

　

会の方から、今後と･んな講演が希望かとお尋ね頂い八匹こ寸

衣私など雀社会復帰を頂ゐ犯ぬ哨アドバイスを頂けゐ禄なお

話を伺え帽ごと思いＪ見私は発症時よりDｒ.に「家庭を特っ

事に考万万一ソマ生さマ行く方法を考えるように」と引導を渡

ヽ･27～



されマおlは１(ｱ･マ･。父も亡くｙり、母も薗齢なぴ1で

　

近い将

牽自分(ｱ､早は自分でしマ行カヅければならないのマ≒そんな事

が使要になゐと思えゐC7)7ヽす。

　

そんな｀J沢で今回叫崔しに対レスタフバイして下ごった方々

に感謝致します。私も何とかし７皆祥方のよろに人Gり為に投に

立っ/､生を送りかいと思いＪす｡邱紅もよろしくお願い致します

r心ｙ大砲仏９八八物磁六大大扮ｙ
交流会に参加して

　

・佐々木由紀歌札幌市）

匹　

　

私の交流公幕加は今回ﾏ･3回曰とﾌいほ万。最勅μ刄(71公j0

周昇記膏。時、２回目μ息子が２才の片、そしﾏ摩訃息子μ

５才にいリし八。今耳μ苛升落加しようリ乱､果内拓を心将

石にしマづ四ですが、紡局μ息子叫半調苓し考え、糾乱洪

演介μ出序フツす、又ス兪のみの参力口といノゴし几

　

ゴ用意しマい阿八ブ溥年昇金兪孵会場ﾏﾌﾞﾌﾞづ恕疋を飲喪

レプ回オケい歌声に息子と２人でリスムをいノ、マん万力啼

しみにバけ打つハよケア･申し訳ないような入黄しｺﾃしﾁ。ﾏう

兪謁は明るく笑いにあ小れ、そしマ嫉かい零聞気で本凱こ倅つ

ハりと＜つろぐ二ど



だな南と､雙いＪし穴。ヌ、ゆ膀先生丿左川死生もご参加下さい

まして、明ゐく雰囲気を盛りよ汀て下牡汀して本凱Ｊ川が｀

たいことだなあと思いまし穴。今回は会員（刀方とて心ゐ拡けお

話雁７優からと､町い迂し八が卜席を合わゼ几方々乙畷かく声を

かけて下方いましヘカラオケで全員で「人生いろいろ」を唄

　

づ≒あど（八八八と思いまず）､中井死生が最撞のれ杯の叶口お

盲葉で「酒気と上手につきあって∧生を芙しく口芙かせマ下牡ヽ」

というようなことを言われ八と思ヤま爪

　

私と乱一巨とｏつさあいし数えてみますと25ヰガ過ざマし

葺いまし八。病気とのつ字あいし沃っしてよ手につで≒あっマ

ニれ几いJ言えないかと思いＪす（で勧可とかここいらで柄

気やら、自分でらを雙理レよ手につきあっマ行けるようにな

れ八らしリなと思っマい了し八。友の会の交流会μ、そんな私

匹

方々にお会いてヽﾐきｊして随分励みとなりゴし几お会いできｊ

し穴寸ベマの万々のご健康を粛滸り致し了覗

　

栗しいひととｊを本当にありかとろごで寸Ｊし几

～29～



支部総会･医療講演会に出

　

でさなかっ八方達から
ｔわＨＯＯ

こ八Ｄ
fr.m.#. *-

▼
三
月
か
ら
ア
ル
バ
イ
ト
を
望
ｙ
し
几

事
耳
ぶ
今
一
番
困
八
の
μ
パ
ソ
コ
ン

で
ヒ
几
時
代
の
流
れ
を
こ
づ
ぐ
懇
与

し
た
″
。
毎
曰
吸
敗
し
な
が
ら
ｔ
‥
）
元
気
で
ゃ

宍
ぢ

丘
四
閏
イ

一
｛
館
市
ｓ
・
ｏ
｝

▼
今
年
も
ぷ
１
　
ま
λ
谷
曇
可
体

調
μ
庶
わ
ず
で
１
　
や
心
臓
ｓ
方
が
ば
ぎ

り
し
な
い
の
で
不
安
１
　
渾
。
一
週
間
に
一
溥

通
院
し
な
が
ら
頑
張
ぜ
お
り
ま
呵

　
　
　
　
　
　
　

（
帯
広
市
Ｒ
・
Ｋ
）

▼
著
加
出
来
か
い
事
歌
葵
付
１
　
竃
体

は
冬
期
間
に
筋
肉
痛
が
あ
り
１
し
マ
困

リ
ま
し
へ
現
在
の
と
こ
ろ
は
落
町
着
い

マ
い
一
１
　
。

（
紋
別
市
Ｋ
・
Ｍ
）

▼
都
合
に
よ
り
欠
席
致
し
幄
す
斗
士
ハ

回
総
会
の
ご
盛
会
を
御
祈
意
平
上
げ

？
『
私
兵
痙
繰
で
体
調
乙
房
く

元
気
で
幌

（
速
軽
町
Ｓ
・
Ｓ
）

▼
子
櫛
の
保
費
園
の
行
事
と
重
な
リ
ズ

席
し
葺
ｔ
。
骨
策
壊
死
９
足
も
良
く
な
り
、

杖
が
し
で
歩
行
で
息
ぞ
っ
に
な
‐
１
九

一
生
雇
乏
っ
万
生
活
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
マ
い
１
し
呉
７
　
夢
を
見
マ
い
る
よ

う
７
　
『

　
　
　

（
礼
幌
布
戸
・
丁
）

▼
今
年
は
子
摂
の
運
参
会
と
ぶ
つ
か
り

ま
し
て
欠
席
ぺ
ヽ
せ
マ
ド
だ
こ
１
　
。
体
の

方
μ
！
示
ゐ
低
調
７
　
、
日
光
に
１
匂
冷

を
貝
け
ず
、
毎
日
外
で
働
い
て
打
出

采
者
内
町
尺
生

▼
昨
年
十
一
月
よ
り
上
川
町
ぶ
病
院
に
入

院
与
お
り
、
曾
落
射
や
ら
ヱ
ヘ
変
玉

現
在
胃
潰
瘍
含
研
発
、
時
々
力
丿
ラ
を

飲
ｔ
べ
ヽ
れ
検
１
　
し
マ
石
ら
っ
て
お
り
ま
寸

が
佇
々
良
く
な
ら
ず
．
受
符
喝
の
死

ま
旦
生
森
岑
治
療
し
了
れ
マ
お
り
Ｉ

玉
川
町
丁
・
昌

▼
昨
昇
の
九
月
項
で
り
Ｃ
Ｐ
Ｋ
が
Ｉ
、
〇
〇
〇

台
を
エ
下
レ
マ
い
Ｉ
て
風
邪
を
背
ヽ
や

イ
く
火
球
が
続
い
八
リ
し
マ
ツ
ダ
。

で
芦
な
ん
ど
か
自
分
か
り
に
コ
ノ
ト
ロ
‘

ル
し
て
ぃ
Ｉ
ズ
プ
レ
ド
ニ
ｙ
乙
四
玉
四

に
が
り
、
少
し
は
安
心
し
て
ぃ
曹
て

　
　
　
　
　
　
　

誤
甲
町
ブ
Ｏ
）

▼
一
年
二
番
い
い
乖
節
を
迎
え
マ
ー

す
や
。
私
体
調
す
ぐ
ぉ
ず
。
唯
薦
刄
４
　

重
１
　
ワ
て
百
に
μ
四
生
叫
、
胃
吸
ハ

リ
ユ
、
胆
の
う
膜
査
異
常
な
し
、
ご
か
に

か
ら
腸
バ
リ
ス
の
前
査
が
あ
り
ま
！
外

出
μ
通
限
友
け
か
の
で
失
高
致
レ
ま
僕

　
　
　
　
　
　
　

（
礼
幌
市
Ｙ
・
サ

▼
体
言
居
之
林
ぶ
い
谷
栄
席
し
ま

薦
早
い
石
の
で
づ
桐
四
す
才
７
　
発
病
し

て
分
代
五
十
才
乙
間
近
か
と
思
う
と
、

ダ
レ
淋
し
い
気
が
し
了
百
ね
。

　
　
　
　
　
　
　

遍
川
市
Ｙ
・
ニ
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▼
発
病
か
ら
十
年
た
巧
経
過
ｔ
良
好
７
　
、

病
気
に
対
ｆ
る
不
安
も
公
ざ
．
な
り
ぞ
几

生
活
の
中
り
訊
ゐ
唇
升
位
置
が
小
び
く

な
ゐ
に
っ
れ
壮
事
に
対
万
占
願
極
的
に
富

た
よ
う
に
思
い
曹
硯
そ
の
今
友
の
会
に
ぼ

御
無
沙
沫
し
て
ぢ
１
．
な
わ
か
ん
の
タ
レ

タ
の
帽
子
」
や
「
私
の
ス
ワ
エ
レ
て
私
い
戈
、
」

を
読
今
』
十
旦
幸
年
謙
の
自
分
の
姿

と
重
々
、
福
晨
と
い
う
の
は
何
で
し
’
り

か
・
・
・
考
え
マ
し
１
い
言
笈

冗
見
畢
片
白
．

▼
今
年
ぼ
体
調
が
は
ぎ
り
与
い
で
呵

マ
い
１
１
十
百
二
年
生
の
子
供
の
靭

め
マ
の
運
亥
冪
あ
り
’
斗
。
そ
れ
冬
体

調
を
詮
の
え
て
い
よ
う
ど
思
い
一
寸
。
少

し
体
を
体
喜
な
が
ら
毎
曰
を
送
っ
マ
い
ま

頂
気
分
の
良
い
日
が
早
く
釆
ゐ
こ
ビ
沃

自
今
呵
マ
い
ま
呵

　
　

こ
０

０

　
　
　

（
深
川
市
Ｍ
・
Ｍ
）
こ
謳

ｖ
乳
ガ
ン
手
術
よ
り
二
号
幸
月
が
穫
で

ま
し
汽
多
ヅ
め
不
白
由
』
漕
刄
元
気
に

暮
し
マ
い
ま
ず
。
エ
リ
子
マ
ト
し
ヴ
ス
の
事
は

健
果
人
と
同
じ
く
ら
い
元
気
７
　
運
庭
に
は
ア

ヤ
メ
満
開
７
　
す
。

　

（
仙
台
市
フ
巳

ｖ
１
　
四
年
発
病
棟
三
年
目
項
よ
り
糖

尿
病
も
出
、
内
蔵
の
副
作
用
凭
や
色
々
苦

み
も
エ
じ
遍
在
は
目
に
来
マ
漢
方
薬
右

服
用
。
足
腰
が
よ
ろ
け
る
の
子
禎
７
　
）
庫

を
便
用
泉
在
７
涜
（
小
樽
穿
冷
亘

▼
少
し
体
調
を
く
す
与
お
げ
ま
し
て
毎
卯

出
釆
な
く
な
り
ｐ
レ
怨
す
み
ま
せ
ん
。
ス
痢

の
贋
貪
啓
手
病
亙
闘
っ
マ
行
こ
浙
に

頑
張
り
ま
て

　
　
　

（
札
幌
す
Ｎ
・
匹

▼
体
調
か
悪
い
孚
達
ぬ
で
ず
残
念
７
　
凭

　
　
　
　
　
　
　
　

宰
広
す
Ｙ
・
ご

ｖ
お
蔭
麻
昌
単
に
過
レ
て
お
り
ま
夙

　
　
　
　
　
　
　
　

（
札
幌
賃
ト
Ｌ
）

▼
体
調
毎
好
ふ
ご
こ
の
１
　
で
示
万
か

な
勣
補
俸
が
ふ
が
ら
す
回
否
イ
ド
が
減
り

答
じ
、
最
’
延
骨
の
も
ろ
さ
か
ら
と
年
齢

混
貼
膠
痛
を
な
八
ヅ
レ
参
り
回
し
へ

体
に
痛
弘
あ
る
と
、
普
段
ぶ
病
気
の
こ
と

咀
宕
マ
い
て
も
Ｉ
の
綺
μ
蔀
気
な
ん
な
簒

と
思
八
リ
し
て
、
痛
皿
が
ケ
し
軽
く
万
八

ら
も
ゝ
つ
１
　
ぐ
遊
び
ま
勺
マ
い
ま
１
　
気
分

は
元
気
で
す
″
‘

　
　

（
札
幌
市
回
ソ
Ｋ
）
１
　
　

▼
繁
４
　
単
身
体
の
調
１
　
か
い
い
孚
す

　

、

が
、
歯
医
看
通
い
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
行

″
れ
答
ん
が
よ
ろ
と
殖
川
す
Ａ
ふ
）

▼
お
心
け
様
こ

ま
ず
狩
い
ろ
い
ろ
都
合
｛
欠
席
ざ
せ
て

頂
ｊ
ず
１
　
。

　
　
　
　

ヱ
湧
別
町
苧
廿

▼
体
中
が
百
痛
い
の
７
　
１
　
か
。
病
気
に
負

け
ぬ
尹
自
弁
な
り
の
生
活
乏
し
て
お
り
ぼ

す
。

　
　
　
　

（
紋
別
市
Ｙ
・
凹



▼
五
月
示
看
よ
り
北
大
病
陳
に
入
陳

膀
査
４
　
マ
す
。
札
幌
に
転
摺
七
こ
。
卜

愚
生
各
i
ｒ
ｒ
<
i
!
場
竃
屁
幌
市
に
マ
悠

▼
母
子
家
庭
で
も
あ
り
、
日
曜
日
μ
習

い
事
に
通
っ
マ
お
り
ま
す
も
の
で
心
席
μ

Ｇ
ぶ
米
婆
ん
。

　
　

冗
幌
１
　
　
に
り
ｓ
）

▼
月
じ
茂
の
通
萬
７
　
元
気
で
す
。
今

高
言
耳
ま
で
戈
（
清
里
町
Ａ
・
Ｙ
）

▼
病
院
昨
ベ
ッ
ド
に
い
ゐ
の
が
イ
ヤ
に
ｙ

弓
事
が
あ
り
１
ぺ
五
月
ニ
ザ
七
曰
に
意

蘆
馨
ふ
り
、
脳
神
経
外
科
Ｇ
ｔ
診
友

結
幕
『
Ｓ
Ｌ
巨
病
気
か
ら
く
る
乙
几
た
と

い
ヶ
畢
た
そ
采
瓦
（
札
幌
す
Ｋ
・
Ｙ
）

▼
暖
び
季
節
に
な
り
、
伴
調
う
良
く

毎
日
元
気
に
働
い
て
お
り
Ｉ
滉
て
で

の
総
会
な
の
で
１
　
が
轜
庫
の
為
に
出
席

て
ゐ
１
　
が
で
か
く
て
爽
が
７
　
Ｉ
。

　
　
　
　
　
　
　

（
札
幌
掌
り
Ｗ
）

▼
体
の
調
子
μ
と
て
も
良
く
な
り
ま
し
祀
ヌ
、

病
気
と
う
Ｉ
く
付
き
合
い
出
釆
て
い
る
の
か

も
し
れ
」
ま
ぜ
ん
．

（
帯
広
市
ぎ
エ

▼
相
を
聡
了
元
気
マ
１
　
：
い
ち
ば
邸
で

栗
。
く
読
１
ｔ
恍
付
託

▼
全
循
尊
会
に
出
席
し
八
片
め
。
こ
れ
か

ら
体
調
き
と
ど
の
え
て
お
貢
｛
‥
い
の
で
．
こ
の
度

は
申
し
Ｋ
>
}
Ｖ
／
ｊ
ｒ
n
i
せ
ん
が
欠
席
そ
せ
て
頂
ｊ

ま
呵

　
　
　
　
　
　
　

（
夕
張
１
　

　

ｓ
・
旦

▼
言
’
孤
筋
炎
で
筋
肉
が
痛
み
、
毎
曰
が

苦
し
ん
で
ぃ
１
頂
又
．
最
近
は
參
μ
が
高
く

て
毎
日
が
大
変
な
思
盲
し
て
い
１
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
旭
川
市
リ
丁
）

▼
御
佩
け
汰
し
て
お
り
１
『
今
了
で
に
な
く

調
子
の
良
い
日
々
を
格
て
ｙ
す
．
了
油
断
V
t
J

ぷ
釆
ま
ぞ
貪
で
．
常
に
マ
イ
．
祭
ス
の
生
活
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　

宝
蔵
町
Ｋ
・
Ａ
）

▼
仕
事
５
順
調
で
拝
調
乙
と
て
も
良
い
７
　

す
．

　
　
　
　

（
札
悍
す
り
き

▼
紋
郷
に
マ
亡
両
親
の
泌
事
↑
が
あ
る
為
．
残

念
や
１
　
の
オ
士
ハ
回
総
会
は
欠
席
ざ
万
考
ご

ま
ず
．
身
体
の
方
μ
割
と
元
気
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　

ヱ
砂
川
町
９
Ｓ
）

▼
一
度
是
非
出
席
し
た
い
と
望
ん
で
お
り
ま

１
　
が
、
去
年
昏
貫
り
体
調
が
悪
政
（
風
邪
が

冶
り
き
が
１
ぜ
ん
）
家
老
で
ふ
既
ぎ
込
ん
で
お

り
ま
す
．
⑨
（
子
国
町
Ｋ
拾

▼
．
堡
孚
オ
が
ぶ
席
出
孝
ず
失
礼
致
し

ま
可
．

　
　
　
　
　

（
ニ
で
コ
町
Ｋ
・
Ｉ
）

▼
子
携
が
ま
だ
小
グ
い
の
で
や
っ
と
一
年
ま
で
、

笠
号
つ
ま
ず
早
出
席
冰
ぷ
釆
喜
ム

臍
ｆ
ハ
膏
扁
け
マ
が
心
ぽ
イ
お
り
１
弐

　
　
　
　
　
　

足
寄
町
り
耽

▼
漸
合
が
恵
く
出
席
で
、
答
ん
≪

ｊ
川
市
弓
恚
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▼
青
幸
萱
に
退
院
し
て
釆
ま
し
鳶
可
筋
力

砥
下
、
関
節
炎
．
リ
ウ
マ
禿
ス
腰
も
悪
く
、
歩
く
の

が
襖
７
　
す
･
通
院
と
毎
日
食
事
Ｑ
誓
９
　
精

－
杯
で
戈
今
心
胆
な
し
冷
４
　
く
事
が
幽
釆

唇
ん
．
毎
年
入
退
院
の
繰
り
返
し
で
戈
４
　

年
守
で
づ
か
ら
優
待
乗
車
証
が
出
て
大
変

助
勺
て
ぃ
Ｊ
１

　
　
　
　
　
　
　
　

元
幌
亨
リ
ざ

▼
昨
年
募
か
ら
少
し
体
調
思
く
入
匯
し
ま
し

た
が
、
今
ぼ
ど
て
も
調
子
よ
丘
奢
よ
く
し
て
ぃ

了
呵
こ
れ
か
ら
μ
ヤ
し
自
侶
を
標
て
種
儒

り
精
瀞
哨
丿
右
行
動
面
で
１
　
温
で
マ
行
こ
う

と
思
っ
マ
い
ま
て

　
　

竃
去
市
Ｘ
･
W
　

▼
十
六
年
前
は
北
大
の
ベ
ッ
ド
の
よ
に
い
た
と
、

庫
が
瑶
じ
で
苔
で
し
ヂ
つ
≪
早
期
廃
見
．
早

期
治
療
の
見
本
と
し
て
瀕
示
し
マ
い
六
だ
Ｉ

た
い
X
｡

冗
見
ず
Ｋ
土

Ｘ
Ｊ
縦
、
ノ

｀り４

l書

。

づくリ(･)準備を始めましれ叩

㎜㎜■㎜㎜㎜㎜㎜㎜
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２年がかりで発行(;り予定マヽ■。

　　　　　　

ニ

／悪看として一番知り八いこし伝え八い

晦

ｋ

　　

ことを募集しマいます。

＼
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ｙ
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臓

・思い出に残った十勝での全道集会叩

　

=＝-=i-ふｰふふi------i八--皿-a

･小寺千明必§白白§ね

　

去る８月５日ぱ）・６日旧の両日、十勝においマオ16回難洒

思看・障害考と家族の全道集会が廊崔丿柊ましへ

　

「今集う、夢の大空、希望（7,大地、明曰を求めてｉｎとかも）

というスローガンのもと札幌、函館､旭川そして釧路などヽ全道

各地から卜すヅフ号｡マヘ参加者総数約舛0名が寸勝に聾縞し

まし几

　

５日μ十勝川温呆笹井ホテルに着いマすぐのじゃヵ卜もアイ

ス、夜哨「ペアーズノレモニカフ･fンテ､ヅト」レよゐ歓迎レセ

プヤヨソと抽選会、美人湯といわれる満呆為｀どこ旅の篠れをと

ゐに寸分の､‰バ川のあゐスプジ3-つﾚで、ちょっぴり旅行気

分を味わっ几一日マし八。

　

６日午前中μ分科会ということ入音更町立共学中学報に了

　

「膠原病の最部叫群艮」（勤医協中央病院副院長

　

中井秀紀先も

　

と題しマ医療講演会ぐ参加考毅ヰﾌ名）が行われまし几そしマ

午諦からぼ音更町丈化センターにＢいマ全体集会が行われまし

几う工口寸勝支鄙長の「才ﾉ万一ギブフヴプフ共に生ﾐy旅こう7」

の閣会了始ま（三森礼子代表理事の挨拶に績ｙ多発征硬化

症と脊髄小脳変性症の会からそれぞれ「T難病と共に」「私の柄

と今ま７ヽの生活」と題し八患者、客族の訴えがありＪし八。同

～34



じ狩開削貯えにμ共感を呼ぶものがあり、参加看（ｱ､多くが涙を

流しマいました．伊謀たマお専務理事の基調報告に続いて、札

幌いもご会会長の小山内美智子ｊん（ｱ､「障害着と地域生活」と

題した記念講ﾀ寅が豺われまし友．眼ｶﾐ(刀素晴らしい人潮に触れ

また、あの小ざな身体からあふれ出るエかレザーには八だただ

驚くばかりてし7≒その穣集会アピづレが読了札集会決議が

採択ｊれて閉会となりまし几

　

いつにがり異常な屠さが瓶い六字で関催方れ八参道集会でし

八八それだけに終わっマみて心に残る集会どな巾まし几鷺

事に終了し鳶こビμも乃ゐん７寸気十勝支部の皆了ん（ｱ）「七

にかくやゐ・ｊやない」贋神と熱意に対レ心から敬意を表し

ま凰そし了怜

多く削中間を芽め、手をつなぐことの大切さを≠ｙらががら実

感し/二兼会でもありまし乙

　

く煮－／

]卜兪ブメニ5
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C）（⊃つ
一一

な頌ﾋﾞﾐﾋﾞふ
会心粕ぐj?jJｷ1

　　　　　　　　

Oｙ．ｎ
ト決定jy

☆瀬價史子

　

なかなか沃Jらなヵ卜乃会哨石称も、８月26 0 (i-)口牙なわれ

た札幌児区例会でアヽｿという聞に汰むほし削顔がIまゐく、

ほばが赤い、迂ウにりんご湖イメージだと思い了先

　

この臥ま出席者８乱一人の愚看ｊんの体､験談を聞さながら、

みんながト机ヽろ質問し白け話が広力トマ行ｊＪし几そし

て自分球利用了でゐ年金や身障(ｱ)いろいろな制度の話にやけ

した糾、出席者則jとんとぶ知らな力べ友とぐう二とて'し/八

この結果に私達μ驚ｙ改ｒて年金問題．その杷利用ででゐ制

度のことを．皆グんと勉強しなけ棚八ヽけないと思い覆した．

慧言耶Ｌﾀ∧ぺ⌒

　　　　

F｡･Sぎ　ノ‾ｉ　。●｡｡

[]ﾂﾞし犬

　

☆渡部小夜子

　

初秋川IL友の会の皆肩お元気７すか．

　

方マ、９剛斗日.釧路マ･μ待望の中井秀紀先生を囲んで医療相

談会を開ぐことがででまし几釧路の勤医協に｜週間診察で釆

脅にれ/二のを機レ釧路地区連絡会の主催マ呼びかけ行なバ≒

36･､、



C7･７･１が'、中升先まび･知名くｱ･放乙Jい､マか．当日(刀参加看lj膠

原作０名、そ叫

へ移動というパプニソゲフヽした．

　

最初に中井先生の自己紹介、それから難病思者(ｙにヽがｊえ、

治療、診断についての正しい知識を知る必要性、一人マいゐと

うっに傾ｊや１いのでお互いに励まし登う仲間が大切、などの

一個的なお話をしマい八だｙ質問コーナーへと移りＪし凪

初めての参加者は６名い八(刀アフタ、行のうち３名の方が自分

の病るを「膠原病」としか知らずい悲しい実能､マヽ、専門医と呼

べる医師がいない釧路(ｱ)貪しい医療の現実を．改めて思い知ら

これマしまいまし八．そ帽也、プレドニンの副作用(乃為にぐ軽

い)プレドニンをやめマしＪつ几本末転侈物お話とかが出ぽし

几．

‾
二ごすTi抜お月祥び･夜マ･し７Ｊ

７･. 了すｊをテーブルダ真ん中に

　

置ｙぶどぅ、バナナ、お寿司等をつぽみながら、中井光生を

　

囲みアヅという問の２時間でし紅．その撞．友の会の会員、私、

針木鳥子さん、田中理恵ちゃんの打母さん、菊地和代ｊんマ･

生を夜の樹にご案内？レ栗レヽひと時乏過ごしぱし凪謐

　

中井死生帽憂しいおÅ柄に、心から感謝しっぱなしび､ひど時

でし仁友の会９お陰と感謝しＪす．あり力壮うござ｀いＪし乙

～訂～



　　　　　　　　

.ﾑこ'・. ●J'･･･　'
一全国膠原病友j7)会道戈部餓路地区･部会－

　

.:!･.･た･...｀
¶I医道え医療相談会
－ｒ専市

館
釧路
福祉參

恭
私
帑
尊
恭
岑
帑
尊
恭
岑
帑
尊
恭
岑
岑
尊
恭
岑
帑
尊
恭

　

全
国
膠
原
（
こ
う
げ
人
ご
轜
万
の
・
公
垂
・
、
巴
露
地
区
Ｅ
・
二

（
雇
部
小
夜
子
代
表
）
に
よ
る
医
療
相
衣
三
が
こ
の
ほ
ど
釧
路

市
福
祉
会
館
で
開
か
れ
'
　
m
ｔ
や
リ
ュ
ー
マ
チ
の
患
者
か
」
中

心
に
二
十
余
人
が
m
し
た
。

　
　
　

こ
の
医
療
相
談
会
は
、
勁
医
協

　
　

札
幌
病
院
・
中
井
秀
紀
副
院
長
の

　
　

粟
釧
を
機
に
聞
か
れ
た
も
の
。
中

　
　

井
副
院
長
は
'
　
m
患
老
と
し
て

’
の
精
神
（
心
）
の
持
ち
方
に
つ
い

‘
”
て
講
話
、
そ
の
な
か
で
も
ご
度

ｙ
は
自
分
の
男
気
に
診
断
を
つ
け
る

　
　

こ
と
Ｉ
。
治
療
法
は
日
進
月
歩
、
『

　
　

そ
の
中
で
一
常
者
と
共
に
生
活
で

　
　

き
る
心
構
え
を
も
つ
こ
と
’
。
恩

　
　

者
は
ウ
ツ
に
な
り
か
ち
な
の
で
外

　
　

へ
出
て
患
者
同
士
励
ま
し
合
う
こ

　
　

と
も
大
切
゛
で
あ
る
と
話
し
て
い

　
　
　

ま
た
、
‘
’
加
者
か
ら
も
リ
r
|
_

　
　

一
万
Ｊ
台
併
症
状
や
Ｉ
原
詞
の
投

　
　

Ｗ
Ｌ
Ｊ
よ
る
劃
作
用
の
心
配
な
ど
、

　
　

三
．
Ｊ
．
司
七
い
る
不
f
W
'
J
O
.
'
.
i
'

解
答
を
求
め
る
な
ど
、
釧
路
市
に

専
門
氏
か
い
な
い
こ
と
も
訴
え
て

い
た
。

　

ひ
ざ
を
く
す
し
、
悩
み
を
打
ち

明
け
、
お
互
い
を
励
ま
し
合
い
な

が
ら
進
行
さ
れ
た
こ
の
医
康
相
談

会
、
二
時
間
と
い
↑
r
＼
限
ら
れ
た
時

阿
が
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
。

　

「
釧
路
に
は
専
門
医
か
い
な
い
た

め
、
こ
の
よ
う
な
機
会
は
大
変
貴

重
で
し
た
。
こ
の
会
も
今
年
で
五

年
目
に
な
り
ま
し
た
べ
”
原
馬

に
限
ら
ず
墨
７
一
闘
っ
て
い
る
人

　
　

は
も
こ
多
い
と
思
う
の
で
、
ヌ

砥
を
持
ち
だ
I
.
A
l
い
う
人
は
是
ぞ

n
i
一
絡
し
て
下
さ
い
」
と
8
B
'
d
l
:
ｉ
-
'
f
K

一

ご
涯
っ
て
≒
ご
喝
・
フ
グ
ぶ
・

し
７
Ｉ
老
同
士
ご
も
ぷ
ご
言

つ
て
生
き
て
い
こ
う
と
呼
ご
乙
’

た
（
電
謡
一
江
「
九
二
Ｔ

七

部
さ
ん
宅
）

中
｛
秀
紀
Ｉ
睨
長
て
・

か
ら
三
番
目
瓦
ヅ
・
ご
Ｉ

原
相
談
会

-医

委
謀
命
戈
聯
謀
命
浅
聯
奏
廓
戈
聯
欝
噫
浅
参
謀
命
哉
参

（
メ
舌
膠
原
詞
・
・
・
人
間

の
身
体
の
中
に
は
皮
フ
。

筋
肉
、
関
節
、
骨
、
内
瞰

な
ど
の
組
観
を
結
ぴ
つ
け

る
役
割
を
し
て
い
る
穂
合

感
と
い
う
支
持
組
愚
か
あ

り
、
そ
の
中
に
膠
原
繊
維

と
い
う
の
が
あ
る
。
一
原

阿
は
、
免
疫
の
異
常
に
よ

り
炎
症
を
き
た
し
た
循
果
一

と
し
て
、
こ
の
膠
県
皿
雄
一

を
含
む
結
合
組
朧
に
変
覧

を
生
じ
る
m
-
症
状
恚

発
熟
、
皮
フ
紅
斑
、
関
節

『
筋
炎
、
内
部
民
恵
、

脱
ｔ
な
ど
全
易
に
現
れ
、

発
罵
年
齢
は
二
十
一
四
十

代
で
特
に
女
畦
に
多
く
発
］

司
す
今

　
　
　
　

一
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６愛知県よりこ,ん･に･ち･tぶS

IIE
?t黒谷治司(愛知)

　

拝啓。早々と「いちばんぼし」乞送ぺいただ｣ありがとう

ゴざ卜まし乙曖知県丿川北海道まで違いのでなが～く将っ覚

倚でし仁球、すンド％煮送％3到着が日本も短くか/まし乙

　

ヴフ私に、男性ＳＬＥマ･釦ば寸。昭和55年発痛入院しまし

八が卜な廓ごかり７)中で病気の内容も聞くことわかし高山病

の兄弟ぐらいに思に又、作事に追われ通院しマいまし穴が、

冷年％～‰再発入院しぽしマ｢うレプス腎炎」と吝われ。入

院中に膠原病友(１会に入会しｊして病気の内容を知る筝にかﾉ

まし几市斯の病気に関すゐ本も読みまし几しかし思看の

拒こなけこ日常生活等、本当に必蔓な事に友の七機明証が一番

です。思看さん削袖陣所等､市芦､の書物マヽμ勉強出芳心ヽいこ

じが昂く、大変参考にやﾉ頂工私も勉強し自己管理しま工

　

北海道(刀友(ｱ･会の植才んひ圓長っフ下寸六和順七うごづ

いｊし/こ

～友の会役員の方々、ごくろうさま

ジ

ｉＳりく（札幌市）

初めて支鄙総食交流会．医療講演会にとぶ席さゼマタさ凛

～39～



し/-こ_が･。改めて役員(;り方々び･大牽さが｀身にしみてわか庄廟り

難く､鴛い帰ってさまし几同じようが痢気てうÅによっマ違い

ほすが、個人的が仁事を持ちががらﾛ)友の会に閉すゐ仕事にと。

頑張って下さゐのには本当に頭が下がゐ思いです。

　

２日開続けてと八ヽうのには巧よ心!痕れましZ犬が、でも一番

知り八カヘハ「友出会」とμ？の内容がわ力州嬉しく思ってお

りＪす。酋八交流会でヽμ、個人的か事マうが病院内戸抑樗い

恒川死生ヒいう事しかわからマか丿Ｊマヽ寸がしそれも恐れ多

くも隣りドフ御一緒にあ釆方事に関してし思いもよらない嬉

しｊマヽし八。そして初ぬてお会いし八人達どの話もで剔弗刀口

さ桔マ頂い穴事。本当によかっノツの一石で呪講演会の方も

今後の自分図爪めにも、改めて目分の病気というも０がわかり、

やに川聞lきに行くべごiもcり八なずーと自分ながら納得し八次茅

で菟

　

今棟白出釆る限り擲冷]し穴いと思い酋葺がし行員の雁さん、

本当に御苦労さま７し几これからもお体には呉々も気をつけ

ﾏ頑張丿

　

～結婚.‥出産…母にがﾉまし八ﾀﾞ

ぷヨふ今

　

－

今

　

今

●示憾敏江(札幌市)

　

幸わせにもづ2年0印8日に糾婚し/≒こ訓Ｊ前にもお知ら七

し友と思いま万力ｙま几ま八幸わゼにも、63年目月２日に男子
～40～



を出産し八ことをお知らせしＪす。予定日は川月舛日だ八八の

７ヽず（医大で帝王切開の出産７ヽし友。今日、＆ヶ月を迎え八

大（とﾛｼ）です観５月舛日から風邪をひいマμの繰り返し入毎

日をとても心配に暮しマいます。出産撞μ大も私と同じ痛院に

通ぺいます。

　

もヤ片し育児にゆとりが｀でさました（また平原を書丿几い

と11゛ます．それマ'ば攻貝Ｍ鯛し頑張っフ下j゛やがﾔ･

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

八．■ﾒ．

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊凶回∠仇i7＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

これまで｀の「役員会」を「運営蚕員会」に改めコす．

毎月オ３よ曜日午後４片30分から難病センター管行いま玉

「運営委員会」に出席すゐ役剛」.‥

　

〈支辞長〉小背予明

　　

〈事務局〉瀬賀史子

　

〈会

　

計〉長谷川道子

　　

〈会鴎査〉浦辺俊子

　

〈運鯵員〉佐味朱英

　

大雨笠子

　

位オ照子

　　　　　　

遭本はるよ、

定期的に行ｱ八ヽ了宵ので、事前にはお知らせしｊせん．

その榔度バ公席し八人達方盤ヽま竃

会に対ずるご意見（ﾌ､ある方は「運営委員会」の時にご

漣絡下才六

　　　　　　　　　　　

･ヽ､41～



　

ア
レ
ル
ギ
ー
免
疫
疾
患
研
究

で
国
内
で
£
『
数
と
知
ら
れ
る

北
海
道
大
学
第
二
内
科
（
中
川

昌
一
教
授
）
ア
レ
ル
ギ
ー
免
疫

グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ
長
佐
川

昭
助
手
）
の
同
門
会
（
会
長
宮

田
亮
・
宮
田
内
科
院
長
）
が
七

月
二
十
二
日
午
後
四
時
か
ら
開

催
さ
れ
る
。

　

今
回
は
第
二
回
目
と
な
り
、

前
回
に
引
き
続
き
勉
強
会
を
兼

ね
て
の
会
と
な
る
。
内
容
は
、

拿
身
の
喬
発
性
壊
死
性
病
変
の

症
例
検
討
会
（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
）
を
同

単
象
こ
病
理
講
座
の
脇
坂
明
美

り
于
と
と
も
に
行
い
、
特
別
講

演
に
は
国
内
膠
原
病
の
権
威
、

慶
応
大
学
本
間
光
夫
教
授
が

「
膠
原
病
の
最
近
の
ト
ピ
″
ク

ス
」
と
題
し
て
約
一
時
間
の
講

演
が
行
な
わ
れ
る
。

　

同
会
の
会
員
は
迢
が
約
七
十

名
、
道
内
の
ア
レ
ル
ギ
ー
免
疫

疾
襟
芯
療
に
、
研
究
に
と
そ
れ

ぞ
れ
活
躍
中
だ
。

2
2
日
ア
レ
ル
ギ
ー
免
疫
同
門
会

本
間
裴
が
特
別
講
演

北大２内．

〈北大才２内科〉佐川昭先生

　

北大才２内科アレルギー免疫グループ(7･同門会がワ月22日、

札幌ノトツホテ心で行われまし穴。企画ｙ一環として。ﾉ泰応大

学膠原病内科教扱の本間光夭先生をお招ごレ「膠原病の最近の

トピヽ･/フス」と題し御講演して頂きまし几子０中で先生は、

膠原病の歴史から坊まり最新のデータにぱて令話を進のら札

特に自己抗体と疾患との関係について深くお話下さいまし八。

　

御承失にょうに膠原病の場合には、自分白身剛本の成分と反

応ｊる自己杭体がでづ、それ洲本を傷害すゐ要素になっマいゐ

と考えられマいま凡そしてある種類の自己杭体(例えば杭Ｒ

Ｎｐ抗体)があゐと、ある特定の症状(例えげレイノー症状)排

出やすいというようなこともわカヘて万ており、本間先生μな

ぜ衣z･ようになゐ(7,かを研究すゐことが大半である、と強調し

マドられまし八。ま穴最近μ、寸らに研究をすすぬられ「低分

ヽ12～



子リポ核蛋白に対する自己弑伴」を遺伝子解暫Ｑ手濤マ･研究し

マおられ、そ析能力ヵ薦く感床の思か・八今迄のものと違い、

駆感で正確に特定の自己杭体を検出、分析することがてでるよ

うになったそろで玉こ（刀ように自己抗体と疾忍と叫娼係が更

に明確になりっつあゐと．ホットプy話題を提枡しマ下方い了し

た。

皿回診ｙ晏商況厭訊ｙ晏商皿仄砂(ｙ晏商況回令ｙ晏賤況

‐
Ｉ
』
ｌ
ｋ
～
Ｉ
Ｉ

－ － －

難病センターは、このようにご利用いただけます
Ｉ
ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ

Ｊ

－ －

相談室一医療・福祉ll』度・年金・福祉機

　　　　

器・法律な,どの相談とアドバイ

　　　　

ス。電話・了紙・ご来所，いつ

　　　　

でもどうぞ。(毎週月曜日～金

　　　　

曜日／午前10峙～午後５時)

会議室一患者会・障害者団体などの会議

　　　　

・講演会・研修会などにどう

　　　　

ぞ。ビデオ，スライド, 0 H P .

　　　　

映写機，録音機など，各種設備

　　　　

を用意してあります。

宿泊室一人院待ち,通院,お見坪いなど，

　　　　

患者・ご家族ｸﾞ)方々や患者会な

　　　　

どの会合，研修会などにご利用

　　　　

いただけます。

　　　　

定員16人／和室（４）・洋室

　　　　　

（Ｏ

安全設備－あらゆる事態に前え，万全の

　　　　

設備を備えています。安心して

　　　　

ご利用下冬い。

その他一福祉機器乃展示，相談，患者会

　　　　

活動のための印刷設備などご利

　　　　

用いただけます。

開館日－１月７日から12月27日まで（臨

　　　　

時休館日があります）。

　　　　

利用時間は午前９時～午後叫吋

　　　　　

（会議室）

　

一般の方もご利用下さいい。

43ヽ･



乖原參事務局からめ畜知ら世
汐ご寄付づ丿贈jlし八

一年

・里谷

　

真弓0 50.000円　　・森　美智子祥20JO円

・中村

　

信子祥

　

1.600円

　　

・佐々木良子祥

　

3､000円

・大沼

　

節子稽

　

釦00円

　　

・扇田裕子孫

　

印00a

・佐藤

　

豊測

　

㈹ひ円

　　

・古瀬京子瀦

　

800円

・小林

　

ティ孫

　

6.230円　　・藤川　久子孫　卵叩円

・佐川

　

昭精巧㈲0円

　　

・小野タギ子孫

　

ギ４叩円

・中升秀紀# 25.000円　　・荒事マッ子孫　卵皿円

゜増田

　

武志# 20.000円　　齢ありがとうございまし戸

汐斧しく入会ｊれ几方建で１

〈〉笠原

　

俊子（ｼｪｰｸに/症候群.S6,４.20生）

◇竹田

　

三烈子ぐシェーグレン症棟群. S.28ヱ20生）

◇河原

　

次男侈発性筋（

　

卵り川生）

〈〉松升

　

餓虎ヽに/1丿一ｹﾞﾚｿ症候群

　

S4-5. 10. 5生）

朗～

在-

－
ｊ
－
－

　

－
－
ｉ

　
　

－

ル



◇差佐

　

顕

　

(SLE. S20.ト17生）

鄙住所変更寸れた方達で竃

　

◇安郎

　

淳子

◇清野和子

◇加療芳頴

◇小田

　

敏江

◇鈴木核子

◇今升

　

勝彦

◇山田

　

美智子

２む

む他に征所膏更され八方よ事務局迂てヽお知らせ下さヽ。

　　　　　　　　　　　　　

､一昴~

６



儀『辨Ｓあ。と紗が・き弔呼､恥－がＦ恥･嗜僣挙

　

吹く風に秋叫冴まりを易じる項とﾌﾟylほしたが，雁さん

蜀:の疲れはむうどれＪし

四ｍｍ皿ｍ･

～46･
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発行人

　　

全国膠原病友の会北海道支部

　　　　　　　　　　

編集責任者小寺

　

千明
５弱4札幌市中央区南４粂西10丁目

　　

北海道難病センター内r(Oll) 512-3233

　　

北海道身体障害者団体定期刊行物協会
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